「型はめ教材ー円形大・小」　　　2012.8制作

　　　　「せいーの、入れなさい」の前に、下の囲みを読んでください。
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	制作の意図

　物の大小をまずは感覚的に把握させる教材である。

　いきなり大小を弁別的させるのではなく、段階を追って且成功体験を積み上げながら、最終的には大→大、小は→小に入れられるように導くことが肝要である。

　まず、大小どちらか一方の型を入れて置き、５回位できたら、もう一方と入れ替えて５回の成功体験を積ませる。写真のようにスライドさせるとよい場合がある。位置や方向を変えて行わせるともっとよい。

　次に２つの大小の円板を提示して、「どっちいれる?」に行きたいところだが、ここで一方をいれた状態で、お邪魔虫（四角でも三角でぬいぐるみでも可）VS円板を提示する。安定的な（正答率80%位）反応があったら円板を換える。

　うまく行かない場合は振り出しにもどり試行していく。

　うまく行ったら、円板を交換して行う。

　ここを確認できたら、大きいもの小さいものの円板を提示して大は→大、小は→小に一二回一緒に行い、ついに同時提示・展開へ


